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社殿は . 文化年間（1804-1817）に、
信州諏訪の名工立川一族の手に
よって建てられたものです。構造
は、本殿と拝殿を合の間で結ぶ権
現造りで、社殿の彫刻も併せ、近
世を代表する神社建築といえま
す。※県指定文化財

内々神社社殿内々神社社殿37
作庭時期は不明ですが、回遊式林
泉型庭園で、南北朝時代の名僧夢
窓疎石 (1275-1351) の作庭ともい
われています。裏山の景色を借景
として取り入れ、傾斜を利用し、
自然石が巧みに配置されていま
す。※県指定文化財

内々神社庭園内々神社庭園38
嘉暦年間 (1326-1328) 密蔵院開山
慈妙上人により、内々神社の神宮
寺として創建されました。妙見菩
薩が本尊で、現在の本堂は元の護
摩堂で、信州諏訪の立川一族に学
んだ野村作十郎らにより建てられ
ました。

妙見寺妙見寺39
県境付近にあり、旧国道 19 号線
から多治見市の廿原 ( つづはら )
へ向かう三叉路の角にあります。
自然石に「右　廿原道」「左　江
戸　善光寺道」と刻まれ、善光寺
道とも呼ばれた下街道の貴重な道
標の一つといえます。

内津峠の道標内津峠の道標40

曹洞宗大須万松寺の末寺で、宝暦
５年 (1755) に現地に移されまし
た。境内には妙見堂、観音堂が建
ち、御嶽山大権現、佐倉宗吾郎碑、
二十二夜石があります。明治期に
西尾地区の石仏が集められ、参道
にまつられています。

安祥寺安祥寺33
「字駒返り」の地にあり、日本武
尊が東征の帰途、建稲種命をま
つった内津を振り返った時につい
た馬の蹄跡といわれています。こ
の時、馬の尾が西を向いたので西
尾（さいお）の地名が生まれたと
いう伝説もあります。

馬蹄石馬蹄石34
天文２年 (1533) の創建も一時荒
廃し、安永 6 年 (1777) 綱國玄提
和尚が再興しました。大般若経
600 巻（市指定文化財）を所蔵し
ています。俳人横井也有と親交が
あり、也有筆の句碑などがありま
す。

見性寺見性寺35
舎（やまきち）という屋号の商家
で、大正の初め頃まで金勢丸（腹
薬）、正生丸 ( 解熱剤 ) の製造販
売や、味噌、たまりの醸造で栄え
ました。銅板の唐破風屋根と龍の
彫物のある看板が２枚残されてい
ます。

鵜飼邸「舎」鵜飼邸「舎」36

戸口橋左側角のコンクリート製の
ほこらに観音像、弘法大師などが
まつられています。敷地内には常
夜灯が数基あり、地元御手洗集落
の信仰が厚く、花が途絶えること
がありません。どんど焼きもここ
で行われます。

神屋の秋葉さん神屋の秋葉さん29
明照寺参道入口の左に弘法大師座
像、右に馬頭観音があり、馬頭観
音の台座には「馬車連中 上組・
中組・下組・大正三年」と刻まれ
ています。往来する荷馬車や乗合
馬車の安全を願って建てられたも
のです。

弘法大師座像と馬頭観音弘法大師座像と馬頭観音30
明照寺近くの森にすむ白狐のお菊
は、毎年、寺の大般若には白翁姿
で参詣しておりました。ある夜、
お菊は住職の夢枕に立ち、正一位
の位を受けてほしいと願い、その
後、寺にまつられたことが神社の
始まりと伝えられています。

白翁稲荷神社白翁稲荷神社31
正保年間 (1644-1647) 創建の開法
山明知庵を元文４年 (1739) に改
称しました。参道には約 70 体の
地蔵と三十三か所観音などの石仏
がまつられています。近年、光明
院から移設した石仏等もまつられ
ています。

明照寺明照寺32

札の辻の角から北東へしばらく昔
の面影を残す町並みが続き、萬屋・
米屋などの旅籠跡があり、明治の
終わりから昭和の初めにかけて栄
えた製糸工場跡などの案内の札が
立てられています。

坂下の町並み坂下の町並み25
下街道の別名「善光寺街道」をし
のぶ道標が２つあります。自然石
の道標には「右江戸せんこうし 
左さくミち大山」と刻字されてい
ま す。す ぐ 横 に は 弘 化 ４ 年
(1847) の刻字がある秋葉山の常
夜灯があります。

坂下の道標と常夜灯坂下の道標と常夜灯26
文亀元年 (1501) の創建で、元は
上野村にありました。明治天皇の
御巡幸の際には行在所（昼食場所）
になり、現在は標柱が立てられて
います。本堂は大正元年 (1912)
に焼失後、大正 10 年 (1921) に再
建されました。

萬壽寺萬壽寺27
日本武尊が東征の帰り道、手を
洗ったという伝説が残る池で、ほ
こらがあり、山の神もまつられて
います。かつては、この水で眼を
洗えば眼病が治り、手を洗えばア
カギレが治ると伝えられ、お参り
の人が多くありました。

御手洗御手洗28

E F 馬頭観音と常夜灯
旅の安全を祈る「馬頭観音」や「常夜灯」は下街道でも随所で見られ、
古い街道の象徴といえます。鉄道開通以前の主要交通手段として馬
が活躍した名残を感じます。「常夜灯」の明かりを灯すことは道中の
安全を祈る村民の奉仕の証しでもあります。街道沿いだけでなく、
有力者が社寺に寄進したものなど、数多く残されています。

G 横井也有と内津のすみれ塚

俳人の横井也有は尾張藩の有力藩士で、若くして俳諧の名手とし
て知られた人物です。隠居後、内津への旅の紀行「内津草」を著
しました。内々神社の東側の丘には、也有が揮毫した芭蕉の句「山
路来て何やらゆかしすみれ塚」など江戸時代の句碑が６基あり、「す
みれ塚」と呼ばれています。これらの句碑は、也有に私淑してい
た内津の俳人の長谷川三止らが建てたものです。
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　春日井市内を通る下街道（したかいどう）

は、ほぼ現在の県道内津勝川線にあたり、

名古屋から勝川・坂下・内津などを通り、

岐阜県へと続く街道です。

　江戸時代には名古屋城下と中山道を結ぶ

道として、たくさんの商人や旅人が行き交

い、庶民の道として栄えました。旅人たちは、

伊勢参りや木曽御嶽山・信濃善光寺参り、

京都、大阪、江戸に行き来するために、

この街道を利用しました。
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坂下公民館

至名
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下街道と想定される道

地蔵ケ池公園の北西にあり、祭神は
菅原道真公で、正和２年(1313)無盡
禅師によって創建されたと伝えら
れています。明治42年に勝川地区
の２つの神明社・洲原神社・山神社
を合祀しました。現在の社殿は平成
８年に改築されたものです。

天神社（勝川）天神社（勝川）
てんじんしゃ かちがわてんじんしゃ かちがわ

1
太清寺は、古くは醍醐山龍源寺と称
し、天正12年(1584)小牧・長久手の
戦いの時、徳川家康が阿弥陀堂(現
在の十王堂の前身)で休憩した逸話
が知られています。江戸時代の俳人
横井也有がこの地で詠んだ句碑が
十王堂の入口脇にあります。

太清寺太清寺
たいせいじたいせいじ

2
「勝川の渡し」を渡ったところの旅
籠で、文政 4 年 (1821) に 790 人が
宿泊した記録「萬覚帳」が残って
います。この地は小牧（上街道方面）
への別れ道になる地点で、旅籠・
店屋・車屋・芝居小屋が明治中頃
まで軒を並べ、賑わっていました。

長谷川邸「住吉屋」長谷川邸「住吉屋」
はせがわてい 　 すみよしやはせがわてい 　 すみよしや

3
火具都知命を祭神とする神社で、
社殿は古墳を改変して建てられて
います。古墳は勝川古墳群の中で
唯一現存するもので、６～７世紀
頃の円墳とみられています。

愛宕社 / 愛宕神社古墳愛宕社 / 愛宕神社古墳
あたごしゃ　あたごじんじゃこふんあたごしゃ　あたごじんじゃこふん

4
江戸時代からの菜種油屋で、明治
末期からは味噌たまりの醸造も始
め、昭和 10 年 (1935) 頃からは酒
屋も営業しました。建物は切妻瓦
葺２階建、白い漆喰壁の塗屋造り
の重厚な店構えで近世末期の町家
建築です。

油茂商店油茂商店9
巡見道は江戸時代、将軍の名代が
村々を見回った道のことです。金
物店の角から東へ八事通を越えて
接骨院の角までが下街道と重なっ
ています。北は市役所の前を六軒
屋町方面へ、南は熊野町（密蔵院
付近）へ続きます。

巡見道10
堂には天王社、熱田社、秋葉社が
まつられており、秋葉山 文久２
年 (1862) と津島神社 明治 41 年
(1908) の刻字がある２基の常夜
灯があります。堂は下原新田の集
会所として使われていました。

お天王さま / 常夜灯（鳥居松）お天王さま / 常夜灯（鳥居松）11
江戸時代から酢の醸造や製油を扱
う商家で、大正時代には酒・米・麦・
肥料などを主に販売しました。建
物は土蔵を改修した切妻瓦葺２階
建の塗屋造りで、２階の窓は格子
を塗り込めた「むしこ窓」になっ
ています。

蔦屋蔦屋12

酒造業飯田家の離れで、江戸時代
末期に建てられました。中庭に市
内にあった道標や横井也有の句碑
があります。昭和 48 年（1973）
に郷土館として開館しました。毎
月第３土曜日 9 ～ 12 時に公開し
ています。※建物内立入不可

春日井市立郷土館春日井市立郷土館13
堂内に大正 13 年 (1924) 馬車組合
が建立した馬頭観音や 33 体の仏
を浮き彫りにした石碑があり、両
側に 8 体の石仏がまつられていま
す。敷地内には飯田重蔵（初代と
二代）の石碑２基と下街道の案内
板があります。

観音堂（鳥居松）観音堂（鳥居松）14
犬山城主成瀬氏の家臣木村家に伝
わる三尺坊大権現をまつる秋葉神
社です。2 本あった樹齢 300 年ほ
どの大杉が第２次世界大戦中に軍
用船向けに切られた時、根株の空
洞に蛇が棲んでいたので龍神とし
てまつったそうです。

秋葉社秋葉社15
「大泉寺簡易水道水源井跡」と彫られ
た石柱が立っています。
昭和 32 年(1957) から昭和 57 年
(1982)まで、この地域の住民に大切な
水を供給した歴史を知ることができ
ます。

大泉寺簡易水道水源井跡大泉寺簡易水道水源井跡16

尾張藩主光友の傅（もり）役であっ
た小野沢五郎兵衛が隠居所として
賜った地に正保元年 (1644) 開基
しました。山門は初代藩主義直が
母のために建立した名古屋の相応
寺から移築されました。「賜恩山退
休寺」の名に由緒が感じられます。

賜恩山退休寺賜恩山退休寺17
井戸枠に「南無阿弥陀佛 慶安五壬
辰年 (1652) 二月四日」と退休寺開
基の小野沢又五郎吉清（五郎兵衛）
の名が刻まれています。この辺り
は水不足がちで、この井戸で村人
や下街道の通行人などが助かった
といわれています。※市指定文化財

下街道の古井戸下街道の古井戸18
覆屋内に天王社がまつられ、境内に
秋葉山 元治元年(1864)と金毘羅大
権現 安政３年(1856)の刻字がある
2基の常夜灯があります。金毘羅大
権現の常夜灯には、内々神社や退休
寺にも石碑を寄進した杉屋佐助の
名が刻まれています。

お天王さま／常夜灯（大泉寺）お天王さま／常夜灯（大泉寺）19
創建は不明ですが、天正９年(1581)
と伝えられています。春日井商業高
校(現春日井泉高校)新設の際、敷地
を提供した代わりに現在地に移り、
昭和40年代後半に社殿が改築され
ました。隣の弘法大師堂には珍しい
立ち弘法も見られます。

八幡社（大泉寺）八幡社（大泉寺）20

参道を進むと本殿と舞台があり、
並んで覚明霊神など 30 基ほどの
霊神や二十ニ夜の碑があります。
「尾州下街道福寿講」の活動拠点
として、稲口・如意申・気噴など
からの御嶽山参拝の足掛かりと
なっていました。

御嶽神社御嶽神社21
正保４年(1647)の刻字がある市内最
古といわれる石の地蔵で、台座の下
から清水が湧き、常に濡れていたこ
とからその名がつきました。討たれ
る直前にここで喉を潤した武士をし
のび、この清水の上に建てられたと
いわれています。※市指定文化財

尻冷し地蔵尻冷し地蔵22
尾張藩主義直（源敬公）が鷹狩り
の拠点とした場所で、平成８年
(1996) に整備されました。当時の
井戸が残っているほか、公２００
年祭記念の灯籠、「源敬公坂下御殿
趾」の石碑があります。

坂下御殿趾坂下御殿趾23
江戸時代「札の辻」のあった場所
に平成 12 年 (2000) まちおこしの
一環として立札が復元されまし
た。尾張藩が宿場を整備するため
に出した「坂下新町免租状」とい
われるもので、「坂下」の語源と
いわれています。

坂下札の辻跡坂下札の辻跡24

B 中央線と勝川駅赤レンガのモニュメント

明治 33 年 (1900)７月 25 日名古屋～多治見間に中央線が
開通しました。途中の駅は、千種・勝川・高蔵寺の３か所
のみで、当初は、１日４往復の運行でした。勝川駅の旧ホー
ムは、赤レンガのイギリス積みで作られていました。駅高
架化の後、当時の面影を残す赤レンガでつくられたモニュ
メントが駅前の一角に設けられました。

C 明治天皇巡幸と春日井

明治天皇が明治 13 年(1880)6 月､ 京都巡幸の途上、下街道
を通られ、30 日には内津の長谷川定七家の離れ「沈流台」で
小休憩、坂下の萬壽寺で昼食、鳥居松の飯田重蔵家の離れ
（現在の郷土館）で小休憩されました。それぞれの場所に石
の標柱が建っており、昭和 33 年（1958）に市の史跡に指定
されています。

D 坂下神社

文禄元年 (1592) に創建された和泉の八幡社と一色の
神明社を昭和 35 年 (1960) に神明神社境内に合祀して
坂下神社と改称されたものです。本殿の右手に改築記
念碑があり、現在の社殿は昭和 48 年 (1973)10 月に改
築されたもので、境内には津島社・春日社などもまつ
られています。参道の常夜灯も趣があります。
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下条村・上条村・松河戸村・中切
村の総鎮守で、寛文 11 年(1671) に
現在地に遷座しました。元禄 12 年
(1699) 社殿再建の棟札がありま
す。大正３年(1914) に字前田の八
幡社と字北の神明社を合祀しまし
た。

八幡社（柏井）八幡社（柏井）5
下街道と斜めに交差する道は尾張
広域緑道で、桜並木は春の風物詩
となっています。緑道の下には大
正３年 (1914)９月給水開始の名古
屋市上水道が埋設されており、木
曽川から水を引き八田町の沈殿池
を経て名古屋へ送られています。

尾張広域緑道／名古屋市上水道尾張広域緑道／名古屋市上水道6
庚申堂（庚申寺）の本尊は青面金
剛童子で、左手の観音堂に十一面
観音像など 26 基が安置されてい
ます。寛文 11 年 (1671) に入寂し
た上条村泰岳寺の達禅和尚が、現
在庚申堂の少し東にある桂林寺と
ともに建立しました。

庚申堂と桂林寺庚申堂と桂林寺7
市内唯一の黄檗宗の寺で、尾張藩
主の招きで現在の小牧市に開山し
たが廃寺となり、その後当地で宝
永 6 年 (1709) に中興されました。
山門は宗派独特の建築様式で、境
内には他に、鐘楼門、地蔵堂、弘
法堂、稲荷社などがあります。

慈眼寺慈眼寺8

ちゅうおうせん
めいじてんのうじゅんこう かすがい

さかしたじんじゃ

かちがわえきあか

所要時間
約 1時間 30 分

距 離
約 7.1 km
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A 地蔵池懐古碑
じぞういけかいこひ

昭和33年に改修されるまでこの辺りを流れていた
地蔵川は、池のように広がり｢地蔵池｣とよばれてい
ました。地蔵ケ池公園内にある｢地蔵池懐古碑｣には、
醍醐荘勝川村発祥の池で、文永年間(1264-1275)に
池中から地蔵尊が発見され、池辺に地蔵寺(現在は大
和通に移転)を建立したことが刻まれています。
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